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 表出主義とは本来「べき」や「よい」などの規範語についてのメタ倫理学的立場であ

るが、近年、規範語以外のさまざまな言語表現に応用が試みられており、とりわけ認識

様相の表出主義は説得力のある理論として知られる。本発表の目的は、認識様相の表出

主義の議論で得られた知見を元のメタ倫理学的表出主義へとフィードバックすること

で、メタ倫理学的表出主義をより精緻なものへと改善することにある。 
 フレーゲ゠ギーチ問題は長くメタ倫理学的表出主義を苦しませてきた難問であるが、

ギバードは可能世界意味論を応用した独自の形式意味論を考案し、この難問に対する有

力な解答を提出した（Gibbard 2003）。しかしこの解答には欠点が指摘されている

（Schroeder 2008, 2015）。この形式意味論には二種類の解釈がありうるが、いずれも

哲学的な困難を抱えているのである。ただし、私の考えでは、こうした指摘だけではギ

バードの形式意味論に対する決定的な反論とまでは言えない。 
 以上のことを背景として、本発表ではまず、認識様相の表出主義（Yalcin 2007, 2012; 
Charlow 2015）がもし正しいとすると、ギバードの形式意味論とその哲学的解釈に対

する決定的な反論が得られると指摘する。 
 次いで本発表では、ギバードの形式意味論に代わる新たな表出主義的形式意味論はど

のようなものでありうるかを、やはり認識様相の表出主義を手がかりに構想する。ヤル

シンとチャーロウはどちらも、認識様相と義務様相に対する表出主義的な形式意味論を

提示している。だがヤルシンの意味論はその枠組みとして真理条件意味論を採用してい

るために、メタ倫理学的表出主義の基本思想とは相容れないように思われる。チャーロ

ウの意味論は更新意味論（Veltman 1996）を利用するため非記述主義的な形式意味論

にはなっているものの、果たして「表出主義」の名に値するかは疑わしい。ギバードの

考えに沿うならば、表出主義的な形式意味論において、文の意味論的値はその文の発話

によって表出される心的状態でなければならない。だがチャーロウの意味論ではそのよ

うになっていない。 
 以上の考察を踏まえて本発表では、更新意味論の記法異型（notational variant）を

構成し、新たな形式意味論の枠組みとすることを提案したい。この形式意味論は、メタ

倫理学的表出主義の基本思想との相性がよく、しかもギバードの形式意味論よりも哲学

的解釈において問題が少ないという利点を持つ。 
 ただし、現行の標準的な更新意味論を利用するだけでは、フレーゲ゠ギーチ問題の完

全な解決には至らない。しかし更新意味論に関する議論の蓄積（cf. Cariani 2017）を

踏まえれば、フレーゲ゠ギーチ問題の解決への見通しは明るいと考えられる。本発表で

はその見通しについても言及する。 
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